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査は今後も継続 されるが,古 代東海道のルートに沿っているもの と
想定される。


































4「『守武千句』考証,そ の6一 第五,竹 何百韻一」愛知大学文学論
叢59輯,1978年3月














































そ の 他 報 告 〔大須賀初夫所員〕
「古文書読解の講習会開催」(史 の会)於 愛知県豊橋勤労福祉
会館 ・:豊橋市生活家庭館毎月1回
資料叢書刊行の件 愛知大学創立30周年記念事業の一環 として発行 した 「愛知大学
綜合郷土研究所資料叢書」の第二集 として3月 に 「万書込 日記」
(正徳元年より享保3年 までの うち5冊分)を 復刻発行する。
文部省科学研究費助成研究の件 社会学班の共同研究 「変革期における漁村の研究一沿岸漁村を
中心として一」 として研究代表者川越淳二所員に対して文部省
科学研究費の交付(第2年 度分)が 決定。これによって同班は
今後補充調査,報 告書作成の段階に入 り,前後20年間にわたっ
た 「志摩漁村の研究」に終止符を打つことになった。報告書は
各自作成の上,調 整を行ない昭和55年度に刊行の予定
共同研究参加者 代表者 川越淳二所員
牧野由朗所員,坂 井達朗所員
交野正芳所員,渡 辺 正所員
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